
令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業の効果検証（実施状況・効果）

実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

1
保健センター管理運営事
業

①特定の時期に実施する必要のある幼児健診や妊娠届出時
の母子健康手帳交付の面談を保健センターで行うにあたり，
新型コロナウイルス感染防止のための空気清浄機を設置す
る。
②空気清浄機
③＠158千円×3台×1.1＝522千円
④－

R2.5 R2.6 521,400 521,400
・支援施設数　1施設
・空気清浄機購入数　3台

施設内の感染防止に一定の
効果を示した。

健康づくり課

2
応急診療所管理運営事
業

①新型コロナウイルス感染者の増加により応急診療所の運営
に支障が生じた場合に診察や待合等へ活用できる臨時施設
（仮設）を設置する。また，診療所内における感染防止を図るた
めに，空気清浄機を設置し，パーテーションを用いて患者の動
線を切り分ける。
②③
臨時施設設置費（リース）　5,000千円
空気清浄機　1,155千円
パーテーション　908千円
テント　200千円
事務机等　100千円
④－

R2.5 R3.3 6,515,960 6,515,960

・支援施設数　1施設
・臨時施設（ユニットハウス，
テント）設置
・空気清浄機購入数　7台
・パーテーション　等

施設内の感染防止に一定の
効果を示した。

健康づくり課

3
新型コロナウイルス対策
マスク配布事業

①災害時要援護者に対する新型コロナウイルス感染症予防及
び感染症拡大防止策として，不織布マスク５０枚を配布する。
②マスク購入費
③災害時要援護者台帳登録者数　9,229人（令和2年2月29日
時点）
マスク　＠3千円×9,800箱＝29,400千円
郵送料・印刷製本費等事務経費　1,600千円
④－

R2.5 R2.10 30,759,367 30,039,823
・マスク購入数　490,000枚
・配布対象者数　　8,675人
・マスク受取者数 　8,451人

マスクの確保が困難な中，確
保に動くことが難しい支援が
必要な高齢者等にマスクを配
布することができた。

長寿社会課

4
モノづくり企業感染症対
策事業

①新型コロナウイルス感染症対策となりうる新たな製品の開発
を行う企業に対し補助をすることで，市内の感染症予防の促進
に繋げることを目的とする。
②開発に要する原材料費，機械装置費，その他調査委託費等
③交付対象経費の3分の2以内の額（限度額1,000千円）
補助限度額1,000千円×申請数10件＝10,000千円
④－

R2.4 R3.3 3,282,000 3,282,000

・開発製品　マスク，フェイス
シールド，足踏み式消毒スタ
ンドなど
・開発企業数　7社
・補助金額計　3,282千円

当補助金事業を活用して作ら
れたフェイスシールド1万8千
個，足踏み式消毒スタンド180
台が売れるなど，市内の感染
対策の一助となった。

産業政策課

5
モノづくり元気企業支援
事業

①当市で実施している既存の当該補助金に，新型コロナウイ
ルス感染症による影響を受けた企業については補助率を拡大
することで，市内ものづくり産業の維持・継続に努める。
②開発に要する原材料費，機械装置費，その他調査委託費等
③交付対象経費の2分の1以内を3分の2以内に拡充（限度額
2,200千円⇒3,200千円）
補助限度額差額1,000千円×申請数3件＝3,000千円
④－

R2.4 R3.3 1,767,000 1,767,000

・申請企業数　2社
・審査会後の採択社数　2社
・拡充した補助金額
　A社961千円，B社806千円
　合計1,767千円

新型コロナウイルス感染症に
よる影響を受けた採択企業（2
社）について，補助率を拡大
することで，市内ものづくり産
業の維持・継続につながっ
た。

産業政策課

効果 担当課
事業
№

事業名

事業の概要（実施計画申請時）
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況
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実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

効果 担当課
事業
№

事業名

事業の概要（実施計画申請時）
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

6
新型コロナウイルス感染
症拡大阻止協力金

①感染症の拡大を阻止するため，三重県が行う緊急事態措置
による休業要請・依頼に全面協力いただける中小企業・小規
模事業者（個人事業主を含む）に対して，三重県・鈴鹿市が協
調して協力金を交付する。
②三重県が行う緊急事態措置による休業要請・依頼に全面協
力いただける中小企業・小規模事業者（個人事業主を含む）に
対して，県・市町が協調して協力金を交付する経費。
③1,200件×500千円＝600,000千円（県1/2，町1/2負担）
④三重県からの請求に基づき，市負担分を県に納付

R2.4 R2.10 486,000,000 238,997,715
想定1,200事業者に対して，
972事業者へ給付。

事業者の営業自粛によって外
出機会が少なくなり，感染症
の拡大防止に効果があった。
また，休業要請・依頼に全面
協力をいただいた事業者に協
力金を支給することが，その
後の事業継続につながった。

産業政策課

7
新型コロナウイルス学校
内感染防止対策事業

①学校再開後の学校内感染防止対策として，学校に配布する
ため。
②③
小学校30校，児童数10,749人，中学校10校，生徒数5,258人，
教諭等1,372人
ア　フェイスシールド　6,930千円
イ　非接触型体温計　440千円
ウ　防護服　1,980千円
④-

R2.5 R2.6 9,163,000 9,163,000

・事業実施する学校数　40校
・体温計購入数　40個
・フェイスシールド購入数
18,000個
・防護服購入数　680着

体温計が不足している中で，
学校現場において有効的に
活用された。

学校教育課

8
新型コロナウイルス感染
症予防学校運営体制支
援事業

①学校再開後の感染症予防対策に必要な業務を担う学校業
務支援員を配置し，教員の本来担うべき学力保障や児童生徒
への支援等に要する時間を確保するため。
②③
小学校7校　   3,754千円
中学校3校　　 1,610千円
マスク（1箱/人）3,000円×10校　　　　　　　 30千円
ゴム手袋（7枚/人）1,300円×10校　　　　　　 13千円
ゴーグル（1個/人）1,200円×10校　　　　　　 12千円
④市内の公立小学校７校及び公立中学校に配置する学校業
務支援員

R2.6 R3.3 5,039,046 5,039,046

・学校業務支援員配置学校
　小学校7校（7人），
　中学校3校（3人）
・マスク購入数　500枚　等

学校における感染症対策や，
児童生徒の学びの保障を万
全に行うことができた。

学校教育課

9
被災者支援台帳システ
ム整備事業費

①大規模災害時における罹災証明発行管理業務をシステム
化することにで被災者支援制度の手続きのデジタル化を行
い，被災者ニーズに応じた迅速化かつ効果的な支援を実現す
る。
②③
被災者支援システム構築業務委託　　　　　　　　　2,721千円
総合住民情報システムカスタマイズ業務委託　　　　495千円
被災者支援窓口ＬＡＮケーブル配線等             　1,584千円
④市本庁舎

R2.12 R3.3 4,581,500 4,581,500 被災者支援システムを導入。

災害時において，市役所の窓
口でしか行えなかった罹災証
明発行管理業務をシステム化
することで，窓口を分散するこ
とが可能となり，人と人との接
触の低減を図る体制を整える
ことができた。

防災危機管理課
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実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

効果 担当課
事業
№

事業名

事業の概要（実施計画申請時）
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

10 防災施設環境整備事業

①避難所等での感染症予防対策として，人と人との接触の低
減を図るため資機材を備蓄する。
②③
段ボール間仕切り　　150,084円×45ロッド　　6,754千円
段ボールベッド　7,040円×100台　704千円
消毒液（500mlボトル）　25,872円（24本入り）×23本　595千円
消毒液（18L缶）　11,528円×70缶　807千円
非接触型体温計　4,191円×103本　432千円
アルミ製簡易ベッド　9,900円×70台　693千円
担架　22,660円×112台　2,538千円
プライベートテント　64,680円×94基　6,080千円
大型扇風機　　768,680円（39台分）　769千円
折りたたみ簡易ベット　6,270円×407台　2,552千円
ＨＤＭＩケーブル　3,520円×5本　17千円
Ｗｅｂ会議ライセンス料2ライセンス　200千円
災害対策本部用モニター（関連用品込み）　80,000円×1台　80
千円
ＨＤＭＩ分配器　9,900円×1基　10千円
Ｗｅｂ会議用ノートＰＣ　346,463円（3台分）　　346千円
Ｗｅｂ会議用カメラ　　82,500円×1台　83千円
Ｗｅｂ会議用マイク・スピーカー　78,969円×1台　79千円
機器収納キャビネット　　40,700円×1台　41千円
④避難所，災害対策本部室

R2.9 R3.3 22,636,335 15,961,359

・対象施設　避難所41箇所，
災害対策本部室
・プライベートテント　94基
・段ボール間仕切り　45ロッド
・非接触型体温計　103本
・消毒液（18L）　70缶
・Web会議用ﾉｰﾄPC　3台　等

災害時における避難所等での
感染対策として，人と人との
接触の低減を図るため資機材
を購入し，万全の体制を整え
ることができた。

防災危機管理課

11 緊急雇用創出推進事業

①新型コロナウイルス感染症の影響による雇用情勢の急激な
悪化を受け，離職を余儀なくされた方等を対象に新たな雇用の
場を創出することを目的として，パートタイム会計年度任用職
員を募集
②パートタイム会計年度任用職員の雇用に係る報酬，通勤費
用弁償，社会保険料事業主負担分
③外国人通訳1人×65万5千円，事務補助36人×61万円
④市内在住・通学者，または通勤していた者

R2.10 R3.3 4,739,976 4,739,976

・緊急雇用に係るパートタイム
会計年度任用職員　任用数
　事務・用務　8人
　外国人通訳　1人

一時的な失業者に対し雇用機
会を創出することができた。

人事課
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実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

効果 担当課
事業
№

事業名

事業の概要（実施計画申請時）
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

12
新型コロナウイルス市庁
舎等感染防止等対策事
業

①市庁舎等の来庁者への感染防止対策として，また来庁者の
健康管理を主として検温設備の充実等を図ることで，新型コロ
ナウイルス感染症流行の第二波，第三波に備えた施設整備を
する。
②③
・サーマルカメラ等設置に係る施設整備費　9,350千円
・据置式非接触赤外線温度計購入費　1,403千円（6組）
・飛沫防止パネル等購入費　5,842千円
【内訳】
飛沫防止パネル（一般窓口用）　 3,080千円（本庁舎（271基），
出先機関等（329基））
テーブルマスク（仮設窓口用）　264千円（小（33基），大（46
基））
円卓用飛沫防止パネル（15階展望ロビー用） 153千円（直径
750mm用（8基），直径900mm用（21基））
飛沫防止フィルム（150m） 　640千円
空気清浄機（１２台）　1,705千円
・アルコール消毒液購入費（本庁舎（738リットル），出先機関
（684リットル））　851千円
・市役所西館３階東系統エアコン圧縮機他部品交換業務委託
445千円
・市役所別館第3統計分室空調機更新業務委託　498千円
④地方公共団体

R2.7 R3.3 18,387,226 18,387,226

・サーマルカメラ設置　3台
・据置式非接触赤外線温度計
5台
・飛沫防止パネル
　本庁舎　　　　　250基
　出先機関等　　350基
　仮設窓口用　　79基
　展望ロビー用　29基
・飛沫防止フィルム　150m
・業務用空気清浄機　12台
・アルコール消毒液
　本庁舎　　　738リットル
　出先機関　 684リットル

サーマルカメラ及び据置式非
接触赤外線温度計を導入す
ることにより，来庁者及び職員
の検温及び感染対策を効率
的に行うことができた。

飛沫防止パネルやアルコール
消毒液等，各種感染対策用
品を調達したことで，本庁舎
内及び出先機関の衛生環境
改善につながった。

職員数が多い本館1，2階の執
務エリアへの業務用空気清浄
機の設置や，本庁舎の換気・
空調関係の設備を整備するこ
とで，来庁者及び職員の感染
拡大防止につながった。

管財課

13
キャッシュレスレス決済
推進事業

①市税の納付にスマホ等によるクレジット及びネットバンキン
グ収納を導入することにより，キャッシュレス決済の普及を推
進して，市役所及び金融機関等窓口での新型コロナウイルス
感染防止を行う。
②③
システム改修費　777千円×1.10=854.7千円
クレジット収納等初期費用　840千円×1.10=924千円
周知チラシ作成費　322千円×1.10=354.2千円
④市民(納税者)

R2.11 R3.3 2,055,680 2,055,680

・システム改修費　855千円
・クレジット収納等初期費用
924千円
・周知チラシ作成費 170,000
枚　277千円

市税の納付に新たなクレジッ
ト及びネットバンキング収納を
導入し，チラシにて市民に周
知したことにより，キャッシュレ
ス決済の普及を推進し，窓口
での感染拡大防止につながっ
た。

納税課

14
地区市民センター感染症
対策事業

①地区市民センターの感染症予防対策の一環として，職員及
び来庁者・利用者が安心して利用・活動してもらうために消毒
液等を配置するため。
②③
・除菌用アルコール製剤　22缶（1缶/18ℓ）　273千円
・除菌用ジェル　10ケース（24本/1ケース） 　286千円
・フェイスシールド(職員用・利用者用)　100個　39千円
・霧吹きポンプ　33個　19千円
④地区市民センター

R2.5 R2.10 667,960 667,960
・支援施設数　22施設
・フェイスシールド　100個
・消毒液購入数　262個 等

消毒液等の購入により手指消
毒等の感染対策を徹底でき
た。

地域協働課
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実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

効果 担当課
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事業名
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事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

15
コミュニティセンター感染
症対策事業

①コミュニティセンター再開後の感染症予防対策の一環とし
て，職員及び来庁者・利用者が安心して利用・活動してもらうた
めに消毒液等を配置するため。
②③
・除菌用アルコール製剤　4缶（1缶/18ℓ）　50千円
・フェイスシールド(職員用・利用者用)　25個　10千円
・霧吹きポンプ　8個　5千円
④コミュニティセンター

R2.5 R3.3 75,000 75,000
・支援施設数　4施設
・フェイスシールド　25個
・消毒液購入数　4個　等

消毒液等の購入により手指消
毒等の感染対策を徹底でき
た。

地域協働課

16 公民館感染症対策事業

①公民館再開後の感染症予防対策の一環として，職員及び来
庁者・利用者が安心して利用・活動してもらうために消毒液等
を配置するため。
②③
・除菌用アルコール製剤　12缶（1缶/18ℓ）　149千円
・除菌用ジェル　10ケース（24本/1ケース）　286千円
・フェイスシールド(職員用・利用者用)　35個　14千円
・使い捨てビニール手袋(職員用・利用者用)　200箱（100枚入
/1箱）　500千円
・霧吹きポンプ　35個　20千円
④公民館

R2.5 R3.3 984,328 984,328
・支援施設数　31施設
・フェイスシールド　35個
・消毒液購入数　252個　等

消毒液等の購入により手指消
毒等の感染対策を徹底でき
た。

地域協働課

17 隣保館感染症対策事業

①隣保館の感染症予防対策に必要な措置を講じ，来館者に安
心して利用や活動をしてもらい，継続した施設の開設・運営を
実施する。
②③
・手指用アルコール消毒液
　＠25,872円（500ｍｌ×24本入り）×10ケース　258,720円
・物品清拭用アルコール消毒液＠11,528円（1缶18ℓ）×33缶
380,424円
・間仕切りシート4箇所分　19,000円
・間仕切りパネル　21,780円×6セット　130,680円
・マスク，非接触体温計　9,696円
・玉垣会館事務所空調機取替委託　368,940円
④市内隣保館

R2.6 R3.2 1,012,820 1,012,820

・支援施設数　3施設
・マスク購入数　60枚
・手指用アルコール消毒ジェ
ル500ml購入数　240本
・物品清拭用アルコール消毒
液18ℓ缶購入数　20缶
・間仕切りパネル購入数　6
セット
・事務所空調機取替数　1台
等

マスクは講演会来客に配布
し，消毒液は手指や各館の設
備・物品の消毒に使用するこ
とで，感染予防策がとれた。

人権政策課
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（円）
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交付金
（円）
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№

事業名
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②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

18
一ノ宮市民館・玉垣会館
入浴施設改修事業

①コロナ禍で重症化が懸念される高齢者の外出自粛が求めら
れる中，限られた外出先であり，生活習慣の一部として組み込
まれている「隣保館デイサービス」の利用は，「高齢者のフレイ
ル予防」として有効な役割を果たしている。そのため，今後も高
齢者が継続して利用できるよう，老朽化した当該サービスの根
幹となる施設設備の改修をし，以て高齢者のフレイル予防を図
る。
②③
・ボイラー室石綿含有量調査業務委託（工事設計のために必
要）　176千円
・一ノ宮市民館ボイラー室換気扇ダンパー修繕（工事までに換
気対策必要）　　100千円
・一ノ宮市民館ろ過機（旧設）改修工事（1基）　　7,546千円
・一ノ宮市民館ボイラー（旧設）改修工事（1基）　7,538千円
・玉垣会館ろ過機改修工事（2基）　　　　11,000千円
・玉垣会館ボイラ―改修工事（1基）　　7,637千円
・玉垣会館男女浴室衝立設置委託　299千円
・玉垣会館福祉棟女子浴槽修繕　43千円
・玉垣会館天井裏区画壁設置委託　498千円
④市内隣保館

R2.8 R3.3 17,774,020 17,774,020 ・対象施設数　2施設

設備を整備し，高齢者が安心
して継続利用することで，フレ
イル予防へつなげることがで
きた。

人権政策課

19
男女共同参画センター感
染症対策事業

①施設内の感染症予防対策
②消毒液及び容器等
③・消毒液（20千円/月 × 7～3月分）　180千円
・容器等　　190千円
④男女共同参画センター

R2.7 R3.3 371,989 371,989

・支援施設数　1施設
・消毒液購入数　13個
・除菌用アルコールジェル　20
本
・除菌用アルコール製剤　18L
6缶
・除菌用アルコール製剤手指
用　18L　4缶
・除菌用アルコール製剤
500ml 24本入り　1ケース
・除菌用アルコール製剤手指
用　1L12本入り　1ケース
・便座クリーナー用ディスペン
サー　5個
・便座クリーナー用ディスペン
サー専用液　2個
・便座除菌クリーナー　5L　2
個
・おしぼりふきん　60枚
・ハイター　4.5L　3本
・ハイター　2.5L　1本
・ハンドソープ　4L　3個
・手動洗濯機　1個
・非接触式検知器　1台

利用者の手指消毒及び施設
の消毒を実施することで感染
拡大防止の一助となった。

男女共同参画課
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（円）
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事業
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事業の実施状況

20
外国人市民への情報発
信ツール構築事業

①外国人市民に向けた正確な情報伝達と安全安心の確保
②鈴鹿市ＨＰにおける外国人市民向けページの作成とポルト
ガル語・スペイン語・やさしい日本語の鈴鹿市公式Facebook開
設のための委託経費
③
  ・各言語入力管理及び表示プログラム作成　825千円
　・外国語ＩＮＤＥＸページ作成　11千円
  ・バナー作成及びページ追加調整　62千円
④外国人市民

R2.10 R2.11 897,600 897,600

閲覧しやすいよう，本市公式
ホームページのトップページ
にバナーを作成し，ポルトガ
ル語・スペイン語・やさしい日
本語の各ページを作成。
Facebookも同様に3言語で開
設。
【登録者数】
・ポルトガル語　　　793人
・スペイン語　 　　　594人
・やさしい日本語　　539人

感染に関する注意喚起や給
付金等各種制度に関する情
報など，事業実施時から現在
に至るまで配信を継続するこ
とで，市からの情報発信ツー
ルとして認識され，誤った情報
による混乱を防止することが
できている。

市民対話課

21
日本語教室感染防止対
策事業

①教室再開後の教室内感染防止対策として，教室に配布する
ため
②③
　・消毒液　24本（31千円）
　・非接触式体温計　7個（77千円）
  ・乾電池（単3）　7パック（4本入り）（2千円）
　・マスク　15箱（50枚入り）（22千円）
　・ゴム手袋，ゴミ袋　（1千円）
④日本語教室の受講者及び指導者

R2.7 R3.3 132,385 132,385

・支援施設数　3施設
・非接触式体温計　7個
・マスク購入数　750枚
・消毒液購入数　24個　等

各日本語教室における日本
語教師，外国人生徒の感染リ
スクを下げることができた。ま
た，教室に参加する外国人は
当初マスクを着用する習慣が
ないことから持参しない人も
多く，教室内での感染防止策
としてマスクを配布するととも
に，外出時のマスク着用や消
毒の習慣付けの一助となっ
た。

市民対話課

22
外国人市民相談窓口強
化・拡充事業

①外出制限下でも対応可能な電話相談の拡充及び相談件数
の急激な増加に伴う多言語対応の強化
②電話による三者間通訳サービスの導入及び相談件数の急
激な増加に伴うタブレット契約使用時間の追加及びタブレット
台数の1台追加
③
　・多言語電話通訳サービス他業務委託（電話による三者間通
訳）
　　1,276千円
  ・ナビダイヤル設置委託　138千円
　・多言語通訳システム業務委託（契約使用時間追加分）
1,304千円
④外国人市民

R2.8 R3.3 2,538,189 2,538,189

・多言語通訳タブレット8台に
よる相談受付件数　　428件
・相談言語数　　 10言語
・電話による三者間通訳サー
ビス利用実績　　　 39件

新型コロナウイルスに関する
様々な相談が寄せられる中，
多言語通訳タブレットを活用
し，多言語の相談に対応する
ことができた。また罹患された
方など，外出制限のある人で
も電話で対応することができ
た。

市民対話課

23
外国人留学生応援事業
（市特産品等支援物資の
進呈）

①卒業後も本市を第2の郷土と捉え，本市における就職や定
住を視野に「制限された不安な環境下で一人頑張っている留
学生」を支援(３回）
②③
・本市の特産品等詰合せ・・・1回目（140名）
　 　商品代ほか必要経費（一般管理費含む） 　1,670千円
・本市の特産品等詰合せ・・・2回目（140名）
　　 商品代ほか必要経費（一般管理費含む）　 　445千円
・本市の特産品等詰合せ・・・3回目（152名）
　 　商品代ほか必要経費（一般管理費含む）　　 770千円
④鈴鹿市在住で留学生ビザを持ち，大学等に在籍する外国人
留学生

R2.9 R3.3 2,732,826 2,732,826

本市の地域資源として，
新米，醤油，レトルトカレー，
クッキー詰合せ，インスタント
コーヒー，サランラップ，伊勢
型紙マスク等を3回に分けて
支援。

「新型コロナウイルスの感染
拡大により，アルバイトが１か
月休みになったことで生活費
が半減したため，エアコンを付
けずに過ごすなど節約生活を
していたため，大変ありがた
い支援だった。」という声が
あったように，相談できず困っ
ている外国人留学生に対する
生活支援の一助となった。

市民対話課
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24
外国人留学生支援事業
（翻訳等業務依頼）

①家計の急変やアルバイト収入減により生計が不安定になっ
た鈴鹿市在住の外国人留学生を支援
②翻訳等業務
③
  ・フランス語　⇔　日本語　＠5,000円×20回＝100千円
  ・中国語　⇔　日本語　＠5,000円×10回＝50千円
  ・ベトナム語　⇔　日本語　＠5,000円×10回＝50千円
④多言語での翻訳ができる鈴鹿市在住留学生

R2.10 R3.3 30,000 30,000

計6回の翻訳業務依頼を実
施。
1.仏語・・・友好都市への連絡
2.越南語・・・幼稚園アンケート
3.越南語・・・ごみ収集の案内
4.中国語・・・ごみ収集の案内
5.越南語・・・コロナのチラシ
6.中国語・・・コロナのチラシ

行政文書の翻訳を経験でき，
収入を得ることもできることか
ら，本事業は外国人留学生か
ら高評価であり，本市にとって
も，生活に直面する文書の近
年人口増加が著しい言語等
への翻訳は、貴重であった。

市民対話課

25
戸籍証明書コンビニ交付
事業

①新型コロナウイルス感染症予防対策を図るための窓口の混
雑緩和・3密対策を目的として，マイナンバーカードの機能を利
用して，日本全国のコンビニエンスストア等で戸籍・附票の交
付を実現するためのシステム改修を行い，行政サービスのデ
ジタル化を推進する先行事業に充当。
②③
コンビニ交付システム構築業務（戸籍システム）　 15,400千円
総合住民情報システム戸籍証明コンビニ交付連携対応業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,126千円
④市本庁舎

R2.9 R3.3 16,725,500 16,725,500

以前から行っていた住民票・
印鑑証明・税証明に加えて，
戸籍・附票の全国コンビニエ
ンスストア端末での証明書交
付システムを導入。

全国のコンビニエンスストア等
の端末を利用して証明の発行
が行われたことから，住民へ
の利便性の向上に寄与した。
また，市役所窓口の緩和にも
つながり，非対面によるサー
ビス提供で感染対策を行うこ
とができた。

戸籍住民課

26
自動証明書交付機設置
事業

①マイナンバーカードの機能を利用して，窓口等の混雑緩和
のため証明書の自動交付機を設置し，併せて行政サービスの
デジタル化を推進する。
②③
自動証明書交付サービス導入業務　　　　　　　　　10,111千円
④市本庁舎，市マイナンバーカードセンター

R2.10 R3.3 8,035,500 8,035,500
証明書自動交付機設置台数
2台

市本庁舎と市マイナンバー
カードセンターに設置し，証明
書自動交付機を利用してもら
うことで，市役所窓口の混雑
緩和につながり，非対面によ
るサービス提供で感染対策を
行うことができた。

戸籍住民課

27
キャッシュレスレス決済
対応レジ導入事業

①キャッシュレス決済普及促進のため，戸籍住民課にキャッ
シュレスレジを導入して，現金を介した接触機会を低減するこ
とで，窓口での感染防止を図る。
②③
キャッシュレスPOSシステム導入レジ，自動釣銭機　3,690千円
キャッシュレスシステム利用料（6カ月分）   　　　　　　　34千円
④市本庁舎

R2.10 R3.3 3,298,460 3,298,460

・キャッシュレスPOSシステム
導
入レジ設置台数　3台
・紙幣/硬貨つり銭機設置台
数　1台

R2年度にシステム導入を行
い，R3年度から事業を開始し
た。R3年度のキャッシュレス
決済総額は1,946千円，キャッ
シュレス決済利用率は4.4％
で，現金を介した接触機会の
低減による感染対策を行うこ
とができた。

戸籍住民課

28
成人式感染防止対策事
業

①新型コロナウイルス感染防止対策を図るため，屋外である
鈴鹿サーキットグランドスタンドを会場に成人式を開催する。
②③消耗品費（感染防止対策用品としてフェイスシールド，手
指消毒用ジェル，除菌用アルコール等150千円），手数料（ス
タッフジャンパークリーニング80千円），委託料（放送業務1,100
千円，シャトルバス運行99千円），会場借上料3,443千円
④成人式対象者

R2.9 R3.1 4,864,073 4,803,881

・除菌用アルコール製剤18ℓ
75％
・ポンプ式ボトル容器（1L）10
個
・不織布マスク200枚
・使い捨て手袋100枚
・飛沫防止フェイスシールド
・貼るカイロ　60枚入り
・委託料（運営業務委託）
・会場借上料

屋外である鈴鹿サーキットグ
ランドスタンドを会場に成人式
を開催し，感染拡大防止に寄
与した。

文化振興課
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29
美術展代替番組制作事
業

①新型コロナウイルス感染症防止対策のため中止した美術展
の代替として，各6部門の魅力を紹介する番組を制作し，地元
ケーブルテレビで放映する。
②③番組制作・放映委託費　2,866千円
④市

R2.9 R3.1 2,866,000 2,866,000

特別番組（30分）を2本制作
し，前編を令和2年11月に8
本，後編を令和3年1月に8本
ケーブルネットにて放映。

新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止した美術展の
代替として番組を放映するこ
とで，市民の美術活動への関
心を高めることが出来た。

文化振興課

30
記念館・資料館トイレ改
修事業

①佐佐木信綱記念館及び伊勢型紙資料館において，和式トイ
レの使用による感染症の飛沫感染を防止するため，トイレを洋
式化（ウォシュレット式）することで，靴・ズボン等への糞便汚染
を防止する。
②佐佐木信綱記念館及び伊勢型紙資料館におけるトイレの洋
式化に要する改修工事費
③和式→洋式　　　　　　　　　3,000千円×2館　　6,000千円
④佐佐木信綱記念館，伊勢型紙資料館

R2.12 R3.3 5,985,850 5,985,850 ・トイレ改修施設　2施設

トイレ洋式化により，飛沫感染
の防止及び糞便汚染防止に
ついて，一定の効果を得るこ
とができた。

文化財課

31
オンラインマラソン開催
事業

①中止となった鈴鹿シティマラソンの代替事業としてスマート
フォンアプリを活用したオンラインマラソンを開催し，鈴鹿シティ
マラソンを継続してPRし，次回大会への参加につなげる。ま
た，参加者は会場に来場せず，個人でのランニングが可能とな
り，「新しい生活様式」下で「3つの密」を回避したスポーツ活
動，健康づくりを推進する。さらに，参加賞や抽選賞品に地域
産品を採用し，全国に発信することで，市内企業の支援につな
げる。
②開催委託料　6,650千円
③アプリ計測等委託　4,450千円
　 参加賞封入業務委託（障がい者施設）　60千円
　 抽選賞品（市内産品）　1,300千円
　 消耗品（封筒など）　140千円
　 印刷製本費（チラシ，ポスター，参加礼状など）200千円
　 郵送代（抽選賞品，参加賞）　500千円
   実行委員会負担金（参加料収入で参加賞を購入）　3,158千
円
④鈴鹿シティマラソン実行委員会　定員3千人

R2.10 R3.2 9,807,204 6,650,000
定員3,000名に対して，2,991
名の参加申込み。

2,991名中，2,645名が完走し，
健康の維持，増進に効果が
あった。（完走率88.4％）
また，参加者2,991名全員へ
の参加賞と，完走者の中から
690名への抽選賞品に地域産
品を採用し，市内企業の支援
と全国への情報発信に効果
があった。

スポーツ課

32 図書館感染症対策事業

①新型コロナウイルス感染症対策の一環として，子どもから高
齢者まで不特定多数の方が利用される図書館において，図書
資料の衛生環境の整備が必要である。
　図書消毒機を設置し，図書資料の除菌を行うことで，清潔な
図書資料を安心して提供することができる。
② 図書消毒機（6冊用）
③ 　＠1,010千円×2台×1.1　　2,222千円
④ 鈴鹿市立図書館

R2.10 R3.2 2,227,148 2,227,148
・対象施設2箇所のうち実施箇
所数2箇所
・図書消毒器購入数　2台

図書消毒器の購入によって，
貸出する図書の除菌を行うこ
とが可能となり，感染拡大防
止の一助となった。

図書館
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33 斎苑管理運営事業

①新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として，斎苑利用
者の健康状態を把握するためのサーマルカメラを設置するとと
もに，施設内消毒作業が必要になった際に新型コロナウイル
ス感染症対策として使用する物資を確保するため。
②③
サーマルカメラ：450千円
非接触型体温計：16,500円×２個＝33,000円
接触型体温計：2,750円×２個＝5,500円
フェイスシールド：385円×10個＝3,850円
マウスシールド：4,500円×５個＝22,500円
消毒液ディスペンサー：5,390円×３台＝16,170円
マスク：600円×100個＝60,000円
使い捨て防護服：1,276円×20着＝25,520円
防水作業服：4,125円×５着＝20,625円
ヘッドカバー（100枚）：1,078円×１袋＝1,078円
靴カバー（10足）：1,375円×２箱＝2,750円
ゴーグル：990円×17個＝16,830円
長靴：1,700円×5足＝8,500円
清掃用アルコール（18㍑）：12,408円×４缶＝49,632円
次亜塩素酸ナトリウム：972円×４本＝3,888円
トイレ自動水栓：136,400円×1式＝136,400円
フェイスシールド：350円×22個＝7,700円
ペーパータオル（25個）：2,733円×1箱＝2,733円
ビニール手袋：253円×3双＋2,156円（10双入）×1セット＝
2,915円
ニトグリップ手袋：1,980円×3箱＝5,940円
アルコール除菌シート：198円×1個＝198円
消毒台：9,900円×2台＝19,800円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計895,529円　　895千円
④斎苑

R2.7 R3.3 895,675 895,675

・支援施設数　1施設
・消毒液購入数　46個
・非接触型体温計　2個
・使い捨て防護服　20着　等

斎苑施設には，不特定多数の
方が来苑されるため，施設に
必要不可欠な消毒液等が整
備できた。

環境政策課

34
ごみ収集等感染症対策
事業

①ごみ収集，ごみ集積所維持管理等の廃棄物処理現場対応
時の感染防止対策，また，感染発生時の消毒作業用として物
資を確保するため。
②③
非接触型体温計：16,500円×1個=16,500円
フェイスシールド：385円×20個＝7,700円
ゴーグル：990円×30個＝29,700円
マスク：60円×5,000枚＝300,000円
手指消毒用アルコール消毒液1㍑：3,190円×20個＝63,800円
ゴム手袋（10双）：6,853円×23箱＝157,619円
使い捨て防護服：1,276円×80着＝102,080円
ヘッドカバー（100枚）：1,078円×1袋＝1,078円
靴カバー：1,375円×8箱＝11,000円
長靴：1,700円×15足＝25,500円
清掃用アルコール（18㍑）：12,408円×8缶＝99,264円
紙ウエス（100枚）：726円×20箱＝14,520円
スプレーガン：500円×10個＝5,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計833,761円　　833千円
④市職員（廃棄物処理現場対応）

R2.7 R3.1 746,149 746,149

【使用施設数】
本庁廃棄物関連部署及び廃
棄物処理施設3施設

【感染対策】
・マスク　5000枚
　現場対応時や作業時に使
用。
・手指消毒用アルコール
　現場対応帰庁時等，適時に
使用。
【消毒作業】
・清掃用アルコール　13缶
・消毒用ウエス　20箱
・スプレーガン（散布用）　14個
・ペーパータオル（200枚）　25
箱
・手袋（窓口清掃用）　7箱
　日常的な消毒作業を実施。
【その他物資】
　感染者発生時の消毒作業
用物資として使用。

個々の職員の感染対策や施
設の消毒等に活用し，廃棄物
処理事業の継続的かつ安定
的な稼働が維持された。

廃棄物対策課
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35
ひとり親世帯支援事業
（鈴鹿市商品券配布事
業）

①本市の魅力の再発見を促進した地域経済回復への寄与，ま
た，ひとり親世帯の生活支援を図る。
②③
・商品券（鈴鹿まるごと応援券）21,000千円分を配布
※令和2年7月分の児童扶養手当の支給対象児童1人につき
10,000円　約2,100人（1,000円×10枚綴り）
・印刷費472千円（鈴鹿まるごと応援券2,100部，換金依頼書
3,000部）
・郵送料588千円（簡易書留，再送分含む）約1,350世帯
・事務手数料301千円（銀行，商工会議所）
④
配布対象者　令和2年7月分の児童扶養手当の受給者※約
1,350人
利用期間　令和2年9月1日（火）から令和3年1月31日（日）まで
実施方法　対象者に簡易書留で直接配布

R2.7 R3.3 20,605,622 20,605,622

・配布枚数　20,120枚（2,012人
分）
・利用枚数　19,344枚
（96.14％）
・利用状況
　生活用品（58.9%）
　飲食店（19.3%）
　飲食料品（11.4%）
　趣味・娯楽（5.6%）
　文具等（3.4%）
　その他（1.4%）

新型コロナウイルス感染症の
影響により，子育てと仕事を
一人で担うひとり親世帯に特
に大きな困難が心身に生じて
いることを踏まえ，こうした世
帯の子育て負担の増加や収
入の減少に対する支援を行う
ため，市内の商店等で利用で
きる商品券を配布し有意義に
活用いただいた。

子ども政策課

36 遊園地無料券配布事業

①地域経済回復への寄与，また，本市の魅力の再発見を図
る。
②③
鈴鹿サーキットで利用できるチケットを配布する。46,900千円
・入場券＋乗り放題券（児童　約22,000人分）　市負担1/2
・駐車券（約17,500台分）　市負担1/2
・児童1人につき，保護者2人まで入場無料券　鈴鹿サーキット
負担
④市内在住の15歳以下（中学校3年生以下）の全ての児童と保
護者
利用期間　令和2年10月1日（木）から令和3年3月31日（水）ま
で（予定）

R2.9 R3.3 22,297,390 22,297,390

利用者数
　児童　11,487人
　随行の保護者等（父母，兄
弟，祖父母，親戚等）　11,533
人

①幼児（３歳以上～未就学
児）＠3,520人（66.3％）
②子ども（小学生）
6,010人（55.9％）
③大人（中学生以上）
1,957人（34.7％）
④駐車場（普通車１台）
6,955台

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため学校が休業に
なり，様々な自粛とステイホー
ムに協力していただいた児童
や保護者に，本市の魅力を再
発見していただけたとともに，
遊園地等の経済活動の回復
への寄与が図れた。

子ども政策課

37
障がい者支援事業（鈴鹿
市商品券配布事業）

①障がい者が，新型コロナウイルス感染症の防止対策を行
い，「新しい生活様式」定着を図るため経済的支援として，鈴鹿
市発行の「鈴鹿まるごと応援券すずまる」10,000円分を市内在
住の障害者手帳等所有者11,000人に支給する。
②「鈴鹿まるごと応援券すずまる」の発行，配布，換金
③商品券＠10,000円×11,000人＝110,000,000円
　印刷費1,345,300円　換金事務手数料　3,021,700円　発送委
託料509,575円　郵便料等4,656,575円
④身体障害者手帳，療育手帳，精神保健福祉手帳の所持者

R2.7 R3.3 93,979,577 93,979,577

・配布枚数　93,800枚（9,380人
分）（商品券1人分：1,000円券
×10枚）
・利用枚数　87,005枚（93％）

利用枚数の51%が薬局での利
用で，感染対策に苦慮する障
がい者の方への財政的支援
を図ることができた。

障がい福祉課

38
新型コロナウイルス感染
症対策医療環境整備補
助金交付事業

①新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者受け入れのた
め，一次・二次救急を担う医療機関において実施される感染拡
大防止の取組に対し，その整備等に要する経費を補助し，医
療機関における医療提供体制の維持を支援する。
②③院内での感染拡大を防ぐための施設整備等(消耗品及び
備品購入，賃貸借，職員研修等)に要する経費とする。上限金
額3,000千円。
④一次・二次救急医療機関

R3.2 R3.3 14,897,100 14,897,100
一次・二次救急医療機関
5医療機関へ交付。

医療機関内の感染防止に一
定の効果を示した。

健康づくり課
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39
新型コロナウイルス感染
症対策読影システム整
備補助

①胃がん検診受託医療機関の二重読影を読影医師と各医療
機関医師が参集し実施しているため，クラウドによる二重読影
システムを導入することで３つの密を避けた読影を可能とす
る。迅速な検診結果判定が可能となるとともに医師の負担を軽
減することで医療体制の維持を支援する。
②クラウドによる二重読影システムの整備（パソコン等備品購
入，システム導入費，クラウド利用費等）に要する経費
③検診，読影施設用パソコン購入（導入ソフト，ウイルス対策ソ
フト，設置等）　165,000円×55施設分×1.1　9,982,500円
システム使用料　120,000円×2か月×1.1　264,000円
④一般社団法人鈴鹿市医師会

R2.10 R3.3 9,900,000 9,900,000
鈴鹿市医師会に対し，二重読
影システムの整備の補助。

デジタルトランスフォーメー
ションを進めることにより医師
の負担軽減と，密を避けて読
影ができることから感染防止
に一定の効果を示した。

健康づくり課

40
鈴鹿市応急診療所感染
症拡大防止対策事業

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況の中で応急診
療所の感染防止対策の更なる強化を行う。
②③診察用簡易施設設置費(リース)450,000×6ケ月　　2,700
千円
　ワイヤレスコールシステム導入費　2,000千円
　診察用飛散防止パネル　300千円
④応急診療所

R2.10 R3.3 3,124,971 2,124,971

・支援施設数　1施設
・診察用簡易施設設置
・ワイヤレスコールシステム導
入
・グローブ付き検査ブース　等

施設内の感染防止に一定の
効果を示した。

健康づくり課

41 緊急雇用対策事業

①市内企業と求職者とのマッチング支援及び市内企業の採用
活動のスキルアップ支援を行う。また，求職者に対し，職業訓
練の受講による資格取得支援を行い，早期就労につなげる。
②求人サイトの開設，マッチングイベント（オンライン・オフライ
ン）の実施，採用スキルアップセミナー，求職者スキルアップセ
ミナー，職業訓練受講料等
③40,000千円（委託料見積り）
④求職者

R2.9 R3.3 28,904,640 28,904,640

【お仕事フェア】
市内企業と求職者のマッチン
グを図る「お仕事フェア」を3回
開催し，企業が計51社，求職
者が計228名参加。

【スキルアップ支援】
・鈴鹿地域職業訓練センター
の13種類の訓練費用につい
て，計137名を支援（補助）。
・外国人向けフォークリフト運
転技能講習を6回実施し，計
71名の訓練費用を支援（補
助）。

【お仕事フェア】
最終成果として20名の就職に
つながった。

【スキルアップ応援】
令和2年度・3年度の受講者を
対象にしたアンケート（236名
に配布し，48名から回収）で
は，取得した資格が就職活動
に際して役立ったと答えた割
合が73％であった。

産業政策課

42
キッチンカー等飲食事業
者支援事業

①イベントの中止が相次ぎ，売上が低下しているキッチンカー
やケータリングサービス店などの飲食サービス事業者の支援
として，市内放課後児童クラブで市産食材を活用した食糧提供
を行う際に必要な食糧費を補助する。
飲食サービス事業者の調理・販売だけでなく配達可能という強
みを生かして，ターゲットやメニューの多角化を行い，イベント
出展以外の新たな価値創造に向けた支援に繋げる。
②放課後児童クラブに提供する食糧費及び業務委託に必要な
一般管理費。
③
・食糧費　1食500円，児童数2,100人，支援員270人
　　　　　　＠500円×2,370人=1,185千円
・一般管理費　1,185千円×0.1=118.5千円
④飲食事業者（キッチンカー，ケータリングサービス店，デリバ
リーを行う飲食店）及び市内放課後児童クラブ

R2.7 R2.9 1,299,177 1,299,177
・支援施設数　41施設
・提供食数　1,783食

市内飲食サービス事業者の
「稼ぐ力」の向上と食材の生産
者の経済的支援に一定の効
果を示した。

地域資源活用課
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43
鈴鹿市伝統産業会館トイ
レ改修事業

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として，湿
式及び和式トイレ利用による飛沫感染を防止するため，乾式
化のうえ洋式トイレに改修する。
②鈴鹿市伝統産業会館における，男女・多目的トイレ及び前室
手洗い場の改修工事費
③
伝統産業会館内
男子トイレ　小3，和1（湿式）→小2，洋1（乾式）
女子トイレ　和3（湿式）→洋2（乾式）
多目的トイレ　洋1（湿式）→洋1（乾式）
・工事費　　10,384千円
・設計費　　 2,000千円
・臨時トイレ設置費（リース）　　1,616千円
④【対象施設】鈴鹿市伝統産業会館

R2.9 R3.3 13,433,250 13,433,250

・改修数
男子トイレ　小3，和1（湿式）
→小2，洋1（乾式）
女子トイレ　和3（湿式）→洋2
（乾式）
多目的トイレ　洋1（湿式）→洋
1（乾式）

施設内での飛沫を軽減し，感
染症対策に一定の効果を示し
た。

地域資源活用課

44
花いっぱい応援事業「す
ずか花まる（870）キャン
ペーン」

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，花きの需要
が激減したことから，市内花き生産団体が生産した花きを，市
内飲食店等に飾ることで，市民の心の健康づくりの支援，生産
農家の収入確保及び市内産花きの需要促進を図る。
②③花き関連団体への委託料（花き，飾花，消耗品，ポップ
等）
15,000円×870か所×2回（11月・2月），文書等郵送料　400千
円
④市内花き関連団体，市内飲食店等

R2.10 R3.3 26,490,543 26,490,543
・飾花実施施設数
実施上限数870か所×2回に
対して，870か所×2回実施。

飾花を行った施設を訪れた市
民の心の健康増進，生産農
家の収入確保及び花きの需
要喚起に寄与した。

農林水産課

45
茶販売促進緊急対策事
業「鈴鹿サーキット×す
ずか茶ーキット」

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，茶の需要が
激減したことから，市場等の在庫を活用した販売促進に関する
国庫補助事業が創設された。本市においても，同国庫補助事
業を鈴鹿市茶業組合が実施しているが，補助対象外の販売促
進や消費拡大につなげるPR等に係る取組に対しての上乗せ
支援を行い，より効果的な販売促進活動を行うとともに，茶産
業の下支えと次期作に向けての体制整備を図る。
②③鈴鹿サーキットへの委託料　5,000千円（園内装飾，POP
作成，園内ガイド作成等），使用料及び賃貸料　2,000千円
（スーパーGT，８耐等のレースでのPRブース出展経費等），需
用費　3,000千円（チラシ，啓発物品作成等）
④鈴鹿サーキット及び来場者

R2.8 R3.2 8,051,382 8,051,382

・茶試供品配布数
100,000袋

・開催レースへのPRブース出
展
実施予定4回に対して，3回実
施。（１回は新型コロナ感染拡
大によりレースが中止）　等

市内外に向けた市内産茶の
販売促進及び消費拡大に寄
与した。

農林水産課
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46
全部まるごと鈴鹿のお茶
キャンペーン

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，茶の需要が
激減したことから，本市の主要農産物である茶について，新た
な需要創造・販売促進に向けた取組が求められている。そこ
で，市内において，茶の新たな利用方法の提案や若年世代へ
の消費拡大の取組を実施することで，鈴鹿茶の需要創造につ
なげ，本市茶産業の維持発展を図る。
(1)プレミアムお茶商品券の発行（一般消費者）
発行数：1,000冊
(2)デカンタ用大型お茶パックの配布（小学生）
対象：13,000人
(3)水筒のお茶モニターの実施（自宅外の一般消費者）
対象：200人
(4)お茶とお茶スイーツラリーの実施（一般消費者）
対象：1,000世帯
②③
(1)商品券助成　2,000円×1,000冊，印刷・事務委託費　1,000
千円
(2)お茶パック　200円×13,000人，印刷費　100千円，送料　100
千円
(3)資材等配布（水筒，リーフ茶，お茶パック）＠8,000円×200
人，印刷費　100千円，送料　400千円，事務委託費　400千円
(4)参加（達成）記念品　3,000円×200個，参加賞　2,000円×
1,000個，印刷費・送料　800千円，事務委託費　400千円
④市民，市内小学生，市内在勤者等

R2.8 R3.3 8,440,051 8,440,051

・プレミアムお茶商品券発行
総額
総額300万円分の発行想定に
対して，300万円分発行。

・水筒のお茶モニターの実施
実施予定数200人に対して，
200人に実施。　等

特に若年層やファミリー層に
向けた市内産茶の新たな需
要創造及び販売促進に寄与
した。

農林水産課

47

鈴鹿市新型コロナウイル
ス感染症経済対策住宅
リフォーム等促進補助事
業

①地域経済の活性化，建設業界の雇用確保及び市民の居住
環境向上を図ることを目的とする。
②③
住宅リフォーム等工事に係る費用の10％，上限20万円
 　＠200,000円×500件　　100,000千円+25,801千円（補助金申
請額に基づく不足額）
郵送料 ＠94円×500件×2回　94千円+965千円（角2封筒4,600
通，長3封筒3,812通）
機器材賃貸借料　350千円
印刷製本費　34千円
消耗品費　20千円+111千円
④自らが居住する住宅のリフォーム等を行う市民

R2.8 R3.3 103,335,123 103,332,267
・補助金交付確定件数　990
件
・補助金総額　102,614千円

リーマンショックを受け平成25
年度に実施した同様の事業と
比較し，補助件数で約2.6倍，
補助金総額で約3.6倍の補助
金を交付したことで，市内の
住宅リフォーム工事事業者に
多くの仕事を創出することが
できた。

住宅政策課

48
新型コロナウイルス感染
症対策市営住宅提供拡
充事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により，離職等で住居を
喪失した方に，優先的に市営住宅を確保し提供する。
②市営住宅の空き住戸修繕費
③安塚団地＠2,580千円×5戸＝12,900千円
④市民等

R2.12 R3.3 8,240,100 8,240,100 ・空き住戸修繕済戸数　5戸

新型コロナウイルス感染症の
影響により，離職等で住居を
喪失した方に対し，優先的に
提供する住居を確保すること
ができた。

住宅政策課

14/27



実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

効果 担当課
事業
№

事業名

事業の概要（実施計画申請時）
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

49 水道事業会計繰出

①新型コロナウイルス感染症対策として，本庁又は関係機関
で開催される各種会議に遠隔で参加できる環境を構築するこ
とにより，職員間の密集による感染及び感染拡大のリスクを回
避することで，国民の安定的な生活の確保が求められる上下
水道事業におけるリスク軽減を図る。
②鈴鹿市水道事業会計に繰り出し，遠隔会議システムの環境
構築に係る費用等を交付対象経費とする。
③事業費　706千円
　専用端末等購入費　一式　　　　361千円
　専用回線敷設費等　　　　　　　　196千円
　周辺機器購入費　　　　　 　　　　149千円
④鈴鹿市上下水道局

R3.3 R3.3 628,756 628,756

・支援施設数　1施設
・テレビモニター購入数　1台
・ディスプレイスタンド購入数
1台
・ノートパソコン購入数　1台
・スピーカーフォン購入数　1
台
・専用回線敷設等　1式
・周辺機器　1式

遠隔で会議に参加できる環境
を構築したことにより，職員の
感染防止に一定の効果が得
られた。

経営企画課

50 水道事業会計繰出

①スマートフォンによる支払い決済システムを導入しキャッシュ
レス化することで，現金の直接的な受渡しが回避でき，人との
接触機会が減るため感染症の予防を行うことができる。また市
民にとっては24時間いつでも支払いが可能となり利便性があ
がる。また，口座振替の登録をWeb上で可能とする。
②鈴鹿市水道事業会計に繰り出し，システム改修に係る費用
を交付対象経費とする。
③
・キャッシュレス決済等システム改修費      12,122千円
・Web口座受付サービス登録料　　　　　　　　 　924千円
④水道使用者

R3.3 R3.3 12,899,244 12,899,244

キャッシュレス決済等システ
ム改修及びWeb口座受付
サービスに係るシステム導入
一括。

キャッシュレス決済等の利用
率が向上し，現金を介した接
触機会の低減による感染対
策につながった。

導入から令和4年12月末の実
績件数
・キャッシュレス決済
　R2年度（R3.2～R3.3）
　　件　数    225件
　　利用率 　1.44％

　R3年度（R3.4～R4.3）
　　件　数　　4,882件
　　利用率　 4.99%

　R4年度（R4.4～R4.12）
　　件　数　　5,787件
　　利用率　 7.68％

・Web口座振替受付登録
　R2年度（R3.2～R3.3）
　　件　数　 68件
　　利用率　10.35％

　R3年度（R3.4～R4.3）
　　件　数　　392件
　　利用率　 10.38%

　R4年度（R4.4～R4.12）
　　件　数　　373件
　　利用率　 12.51％

営業課
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51
修学旅行キャンセル料補
償事業

①新型コロナウイルス感染症対応に係る修学旅行目的地変更
に伴い発生するキャンセル料を補償するため。
②③補償金　修学旅行キャンセル料補償　1,700千円
キャンセル料が発生する小学校20校分
④児童分及び県費で支払われない教職員分について旅行業
者からの請求に対し支出する。

R2.10 R2.11 987,506 987,506 ・キャンセル補填率　100％

修学旅行キャンセル料の支払
いにおいて，児童・生徒・保護
者の負担をなくすことができ
た。

教育指導課

53 運動部活動支援事業

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，鈴亀地区中学
校総合体育大会が中止となり，代替として行われる鈴亀地区
中体連交歓記念大会を開催する費用を補助する。
②③　補助金　1,010千円
　（内訳　会場費710千円，消耗品費210千円，
　　外部審判費90千円）
④鈴鹿市中学校体育連盟

R2.7 R2.8 1,009,680 1,009,680 ・実施競技数　11種目
中学校3年生にとって，集大成
となる最後の大会の機会を保
障する一助となった。

教育指導課

54
催物等感染症防止対策
事業

①講習会，研修，訓練等を実施するにあたり，新型コロナウイ
ルス感染防止のため，多数の来庁者，参加者を検温できる
サーマルカメラ（ドームタイプ）を設置する。また，各分団に消防
訓練指導時や会議における感染防止対策として，非接触式体
温計を配布する。
②③
ＡＩサーマルカメラ（ドームタイプ）　　　　　649千円
周辺機器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129千円
非接触式体温計　＠20千円×25個　 　500千円
④市民

R2.8 R3.2 982,036 982,036

・支援施設数　26施設
・AIサーマルカメラ　1台
・AIサーマルカメラ周辺機器
一式
・体温計購入数　27個

来庁者や各会場等で接触せ
ず迅速に検温できた。

消防総務課

55
消防団員感染症対策事
業

①消防団詰所における感染防止を図るため，空気清浄機を設
置する。
②③空気清浄機　＠70千円×25台　　1,750千円
④消防団詰所

R2.10 R3.3 993,575 993,575
・支援施設数　25施設
・空気清浄機購入数　25台

災害発生時に消防団員が召
集し，待機する消防団詰所に
おいて，喚起の徹底に加え，
空気清浄機を活用すること
で，感染症対策を行うことがで
きた。

消防総務課
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56
救急隊員感染症対策事
業

①新型コロナウイルス感染症患者の救急搬送時において，救
命処置やバイタル測定等を実施するため，救急隊員の感染リ
スクが非常に高い。感染リスクを低減させる資器材を確保する
ことで，救急隊員の感染防止を行う。
②③
バイオトランスポートバッグ（アイソレーター）　一式（付属品込
み）　　2,289,000円
救急車　間仕切り布　　150,000円
LUCAS3心臓マッサージシステム　一式（付属品込み）
3,077,000円
感染防止衣　 　 　　　　　　　 ＠1,562円×1,500着　　2,343,000
円
感染防止衣（リユースタイプ） ＠30,250円×299着　　9,044,750
円
N95マスク　　　　　　　　　　　 ＠242円×4,500枚　　　1,089,000
円
感染防止用ゴーグル　　　　　＠2,420円×172個　　　416,240円
滅菌ロッカー　　　　　　　　　　＠165,000円×6台　　　990,000円
感染性産業廃棄物処理料　 ＠2,762円×270箱　　　745,740円
感染性産業廃棄物用物置　 ＠71,500円×5台　　　　357,500円
④救急隊員

R2.9 R3.3 20,339,506 20,339,506

・支援施設数　6施設
・マスク購入数　11,000枚
・アイソレーター　一式
・救急車間仕切り布　2台分
・心臓マッサージシステム　一
式
・感染防止衣上下　1,000着
・感染防止衣（リユースタイプ）
355着
・N95マスク　3,800枚
・感染防止用ゴーグル　65個
・滅菌ロッカー　6台
・感染性産業廃棄物処理
185箱

救急活動に必要な感染症対
策を行うことができた。

消防総務課

57
感染症防止対策Web会
議システム環境整備事
業

①新型コロナウイルス感染症第２波，第３波に備え，消防本部
内での情報共有や各種会議（災害対策本部会議にも利用可
能）を，各所属から移動することなく実施し，消防職員間の感染
防止を行う。また，事業所や地域での感染拡大防止のための
情報や，消防訓練の実施方法及び消火器取扱い方法等を，Ｓ
ＮＳを通じて発信する。
②③
ノートＰＣ　各署属12台　　　　　　　1,287千円
　（消防長・消防総務課・消防課・予防課・情報指令課・消防団
事務・中央署・北分署・西分署・東分署・鈴峰分署・南署）
ヘッドセット　各所属12セット　　　　    11千円
スピーカフォン（会議室用）　１セット    80千円
WEBカメラ（会議室用）　１セット           9千円
GoPro　１セット　　　　　　　　　　　　　　 55千円
Wifi環境設置業務委託費 　　　　 　1,400千円
ライセンス料　　　　　　　　　　　　　　　 100千円
Ｗｉｆｉ費用（R2.9～R3.3）　　　　　　　　　294千円
Wifi本体　　　　　　　　　　　　　　　　 　 200千円
液晶テレビ　　　　　　　　　　　　　　174千円
④消防本部，中央署，北分署，西分署，東分署，鈴峰分署，南
署

R2.10 R3.3 3,276,494 3,276,494

・支援施設数　6施設
・Wi-Fi整備　6施設
・ノートPC　12台
・ウイルス対策ソフト　3本
・スピーカーフォン　1台
・webカメラ　1台
・マウス　8台
・ヘッドセット　5個
・USBフラッシュメモリー　12個
・GoPro　1台
・液晶テレビ　1台

署所間の移動を抑えることに
より，感染拡大を抑えられた。

消防総務課

58
私立保育所等雇用促進
事業

①新型コロナウイルス感染症による影響により，保育所等にお
いて，消毒等，感染拡大防止のための作業が増えていること
から，保育の補助等を行う職員を雇用する費用の一部を補助
する。
実施することにより，保育所等においては感染拡大防止策の
向上，また，市内の雇用の確保が期待できる。
②人件費
③1,000,000円×32施設　　　　32,000千円
④市内の私立保育園及び認定こども園

R2.7 R3.3 9,657,000 9,657,000
・対象施設32施設のうち実施
施設数　12施設

保育所等において，消毒等，
感染拡大防止のための作業
が増加していることから，保育
の補助等を行う職員を雇用す
る費用の一部を補助すること
により感染拡大防止策の向上
することができた。

子ども育成課
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59
給食調理室感染症対策
事業

①小学校自校の給食調理室で食器を消毒乾燥する保管庫に
ついて購入から20年以上経過し，耐用年数を超過した保管庫
を更新し，衛生的な給食調理業務を維持するための調理衛生
に係る備品整備を行う事業。
②食器消毒保管庫購入費　18,158千円
③食器消毒保管庫1,297千円（平均）×14台　18,158千円
④小学校調理室

R2.11 R3.1 17,793,600 17,793,600
・実施施設数　11施設（食器
消毒保管庫14台）

児童生徒の使用済み食器を
適切に消毒することができ
た。

教育総務課

60 学校給食支援事業

①４月,５月の学校臨時休業による学校給食中止に伴い，キャ
ンセルができなかった給食食材は，鈴鹿市学校給食協会が買
受けし，保護者から徴収し集めた給食費から支出し，損失と
なっている。本市が鈴鹿市学校給食協会に対して支援を行うこ
とで，不足する給食費の追加徴収を無くして，保護者の負担軽
減し，安定的な学校給食の運営に繋げるための支援事業。
②支援額　955千円
③自校調理校　　　　　　　417千円（4月のみ）
　学校給食センター　　　　321千円（4月のみ）
　第二学校給食センター　217千円（4月のみ）
④鈴鹿市学校給食協会

R3.2 R3.3 954,022 954,022
鈴鹿市学校給食協会に対して
支援金を交付。

保護者の負担軽減に繋がっ
た。

教育総務課

61
学校給食地産地消推進
事業

①学校給食では，地産地消の推進のため，市内産の野菜を多
く使用することとしている。これらを納入する事業者は，年間で
の生産管理を行い，通年で学校給食用として提供しているが，
本年度は，約２ヶ月間の学校臨時休業に伴う給食中止により，
不要となる学校給食用野菜の処分に苦慮しながら，一時的な
代替販路の確保や体制維持等に必要な取組みを行い，給食
再開後の市内産の野菜の安定供給に繋げている。この取組み
について事業者を支援するため奨励金を交付する。
②奨励金の額　1,900千円
③4月・5月の代替販路費用及び野菜保管料等の維持管理費
相当額
　950千円×2ヶ月　1,900千円
　1事業者×1,900千円
④学校給食の地産地消推進事業者

R3.2 R3.3 1,855,573 1,855,573
市内産の野菜の安定供給に
向けた取り組みを行っている
事業者に奨励金を交付。

野菜の地産地消に繋がった。 教育総務課
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63
インフルエンザ予防接種
促進事業

①冬季における新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの
同時流行が懸念される中，新型コロナウイルス感染症と症状
が類似するインフルエンザ感染を抑止することで医療現場の
混乱抑止，延いては罹患した住民への適正な治療へつながる
ため，定期接種として実施している高齢者（65歳以上）のインフ
ルエンザワクチンの接種に対し，全額を公費負担するととも
に，未就学時のインフルエンザ予防接種費用の一部を助成
②③予防接種委託　対象者数(高齢者)　49,784人に対し接種
率 85.0％相当として想定接種者数 42,400人，定期接種自己負
担分　＠1,300×42,400人＝55,120,000円。
予防接種費用給付金　対象児(1歳～未就学児)8,589人に対し
接種率85.0％相当として想定接種者数 7,300人。　＠4,000×
7,300人＝29,200,000円
事務パート報酬等295,000円(1人×50日間)，予診票郵送料
100,000円
④1歳～未就学児及び65歳以上高齢者

R2.10 R3.3 65,288,700 65,288,700

・高齢者（65歳以上）のインフ
ルエンザワクチン接種費用の
公費負担　34,519件

・未就学児のインフルエンザ
ワクチン接種費用の一部助成
10,207件

インフルエンザの感染を抑止
し，医療現場の負担軽減に一
定の効果を示した。

健康づくり課

64
防災施設環境整備事業
（12月補正分）

①避難所等での感染症予防対策として，人と人との接触の低
減を図るため資機材を備蓄する。
②③
圧縮毛布　3,290枚　　 6,626千円
非常用トイレ処理袋（200枚/箱）　294箱　　　5,630千円
非常用LPガス・ガソリン発電機（5.0KVA)　(34台） 17,793千円
鈴鹿市防災備蓄倉庫（コンテナ）（9棟分）　　15,158千円
防災倉庫　1基　　583千円
ガソリン非常用缶詰　62千円
④避難所，防災施設

R3.1 R3.3 45,982,992 45,982,992

・対象施設　避難所42箇所
（ふれあいセンター含む）
・圧縮毛布　3,290枚
・非常用トイレ処理袋　307箱
・非常用LPガス・ガソリン発電
機　34台
・防災備蓄倉庫（コンテナ）　9
棟
・防災倉庫　1基　等

災害時における避難所等での
感染対策として，人と人との
接触の低減を図るため資機材
を購入し，万全の体制を整え
ることができた。

防災危機管理課

65
業務継続用ICT環境整備
事業

①新型コロナウイルス感染拡大時における業務の継続を図る
ため，サテライトオフィス及びWeb会議への対応が可能な機器
の調達を行う。
②③
＜サテライトオフィス・Web会議＞
備品購入費　　9,653千円
　　ノートPC　　　　　　　　　　　  56台
　　管理用ノートPC　　　　　　　　4台
　　液晶モニタ　　　　　　　　　　　9台
　　ディスプレイスタンド　   　　　 9台
　　液晶ホワイトボード　　　　　　 1台
消耗品費　　　 4,648千円
　　Officeソフト　　　　　　　 　　　60台
　　静脈スキャナ―　　　　　 　　 60個
　　静脈ライセンス　　　　　　　　60ライセンス
　　ウイルス対策ソフト　　　 　　60ライセンス
　　ワイヤーロック　　　　　　 　　26個
　　HDMIケーブル　　　　　   　　　9本
④職員

R3.2 R3.3 14,045,651 14,045,651

・ノートPC　63台
・液晶モニタ　9台
・液晶ホワイトボード　1台
・Officeソフト　56ライセンス
・静脈スキャナ―　60個
・マイクスピーカー　2台
・Webカメラ　1台
・HDMIケーブル　10本
・PCキャリングバック　50個
・ピンプラグ　2本
・書架　2台

サテライトオフィスについて
は，開設を要する状況が発生
していないが，購入したノート
PCを，Web会議用ＰＣ等として
使用することにより，外部の方
との接触機会を減少させ，感
染症予防を行うことができた。
また，本庁舎内会議室に液晶
モニタ等を配置し，Web会議を
円滑に実施できるようにしたこ
とにより，外部の方との接触
機会を減少させ，感染症予防
を行うことができた。

情報政策課
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66
在宅勤務及び研修環境
整備事業

①職場における新型コロナウイルス感染症感染拡大防止し，
業務が継続して行える環境を整備するため，在宅勤務用兼研
修用ノートパソコンを調達する。
②ノートパソコン及び付属品，関連ソフトウェア
③在宅勤務用ノートパソコン　80台     10,400千円
研修用ノートパソコン　　　　　10台　     1,300千円
MIcrosoftOffice2019 　　　　 90台分　 3,045千円
ウイルス対策ソフト　　  　　　 90台分      176千円
④職員

R3.2 R3.3 11,936,210 11,936,210

・機器整備件数
　ノートパソコン　70台
　ウイルス対策ソフト　70ライ
センス

研修や業務の一部をオンライ
ンで実施することにより，職員
の感染を一定程度防止するこ
とができた。

人事課

67
新型コロナウイルス市庁
舎等感染防止等対策事
業（12月補正分）

①市庁舎等の来庁者への感染防止対策として，また来庁者の
健康管理を主として検温設備の充実等を図ることで，新型コロ
ナウイルス感染症流行の第二波，第三波に備えた施設整備を
する。
②③
・感染防止用品等購入費　13,460千円
【内訳】
便座クリーナー・詰替え液　1,250千円
消毒液ディスペンサー　150千円
空気清浄機及び交換用フィルター　7,373千円（アース対応コン
セント交換費含む）
手指用アルコール消毒液　3,910千円
カウンター及び会議室等施設消毒用品　777千円
・本庁舎無線LAN環境整備費　19,600千円
④地方公共団体

R2.12 R3.3 20,997,053 20,997,053

・アクセスポイント設置　28箇
所
便座除菌クリーナーディスペ
ンサー　　　　　　　　　 　100台
・消毒液ディスペンサー
　　　　 足踏式　　　　　　5台
　　　　 電動式　　　　　 10台
・アルコール消毒液
　本庁舎　　　　540リットル
　出先機関等　1386リットル
・アルコールジェル　 2376本
・業務用空気清浄機　　　5台
・据置式非接触赤外線温度計
　　　　　　　　　　　　　　　5台
・非接触型体温計　　　　37個
等

本館内にオンライン会議の環
境を整えることで，接触の機
会を減らしながらも業務を停
滞させず進めることができるよ
うになった。

便座除菌クリーナーディスペ
ンサーを導入することで，本
庁舎トイレでの感染拡大防止
につながった。

アルコール消毒液，カウン
ター等什器消毒のための用
品や空気清浄機等を追加調
達し，引き続き本庁舎内及び
出先機関の衛生環境を堅持し
た。

管財課

68
新型コロナウイルス市庁
舎等感染防止対策事業

①市庁舎等の来庁者への感染防止対策として，庁舎内の換気
に使用する排煙窓の部品のうち，劣化・消耗している物を交換
する。
②③
排煙窓部品交換費　2,090千円
④地方公共団体

R2.4 R2.9 2,090,000 2,090,000

・本館排煙・換気窓開閉駆動
装置部品交換　　6箇所
・西館エアコン圧縮機他交換
　　　　　　　　1箇所
・別館第三空調機更新
　　　　　　　　1台

本庁舎の換気・空調関係の設
備を整備することで，来庁者
及び職員の感染拡大防止に
つながった。

管財課

69
ふれあいホール使用料
減免事業

①新型コロナウイルス感染拡大防止のために利用人数を制限
し利用した場合に基本使用料を減免するため。
②ふれあいホール基本使用料
③ふれあいホール　　80千円
④ふれあいホール

R2.7 R3.1 42,270 42,270
・支援施設数　1施設
・減免件数　22件

利用人数の制限により感染対
策を行うことができた。

地域協働課

70 公民館トイレ改修工事

①男女共同トイレ及び和式，湿式のトイレの利用による新型コ
ロナウイルスの飛沫感染を防止するため，洋式化及び乾式
化，多目的トイレの設置により衛生環境を改善するため。
②トイレの洋式化及び乾式化に要する改修工事費
③井田川公民館（工事費）　　13,000千円
④公民館

R2.11 R3.3 17,817,800 17,817,800 ・支援施設数　1施設
トイレ改修工事により衛生環
境を改善し，飛沫感染対策に
繋がった。

地域協働課
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71

男女共同参画オンライン
学習用映像コンテンツの
環境整備及び製作事業
【遠隔・オンライン学習の
環境整備】

①新型コロナウイルス感染症の拡大時において，男女共同参
画センターでの事業（女性活躍推進事業など）の継続実施を可
能とするための環境整備
②・男女共同参画センターにオンライン学習用のWi-Fi環境を
整備する。・オンライン学習や啓発用映像コンテンツ制作用の
機器を導入する。
③・オンライン学習用講習無線LAN環境整備業務委託　1,964
千円
　・オンライン学習用等機器購入費　962千円
　（インタラクティブホワイトボード（1台）561千円，広角レンズ搭
載ウェブカメラ（2台）（16千円×2台＝32千円），スピーカフォン
（2台） 66千円×2＝132千円，連結ケーブル　6千円，ACアダプ
タ　6千円×2個＝12千円，映像編集用コンピューター（150千
円），ビデオカメラ（45千円），周辺機器（24千円））
④施設利用者・団体，市

R3.1 R3.3 2,932,360 2,932,360
・男女共同参画センターにWi-
Fi環境の整備実施完了及び
機器の導入完了。

感染防止のため，貸館業務に
おいて，施設利用者・団体の
人数制限を図りつつWi-Fi等
設備の利用を促し，施設利用
者の活動を継続させることが
できた。また，感染拡大期に
おいて，市の主催する事業を
オンラインに変更することで事
業を継続することができた。

男女共同参画課

72 文化芸術振興費補助金

（文化施設の感染症防止対策事業）
①イスのサンケイホール鈴鹿の空調設備の不具合（温度調
節）の修繕を実施
②③空調機自動制御機器保全修繕　972千円
④イスのサンケイホール鈴鹿（鈴鹿市民会館）

R2.9 R2.10 972,400 486,400

イスのサンケイホール鈴鹿の
空調設備の不具合（温度調
節）の修繕のため，自動制御
機器取替及び試運転調整を
実施。

イスのサンケイホール鈴鹿の
空調設備の不具合（温度調
節）の修繕を実施したことによ
り，再び自動で外気導入する
ことができ，感染対策に寄与
した。

文化振興課

73 文化芸術振興費補助金

（文化施設の感染症防止対策事業）
①閉館中の鈴鹿市文化会館再開にあたって，施設職員のフェ
イスシールド（５枚），飛沫防止透明シート（１枚），飛沫防止
パーテーション（机上用）（４台），消毒液（126ℓ），ホール用洗剤
（126ℓ）を購入し，安心・安全を確保する。
②物品購入費
③フェイスシールド　2千円（5個），飛沫防止透明シート　2千円
（1枚），机上パーテーション48千円（4台），手指消毒用アル
コール製剤（18ℓ）88千円（7缶），ホール用洗剤（4.5ℓ）42千円
（28個）
④鈴鹿市文化会館

R2.7 R2.12 159,917 86,917

・支援施設数　1施設
・パーテーション購入数　4個
・手指消毒用アルコール製剤
18ℓ
・ホール用洗剤4.5ℓ　等

職員の事務机の間にアクリル
パーテーションを設置したこと
により，感染対策に寄与した。

文化振興課

74
イスのサンケイホール鈴
鹿抗ウイルス対策事業

①イスのサンケイホール鈴鹿における感染症拡大防止対策の
ために，椅子等に抗ウイルス・抗菌剤の塗布を実施
②③イスのサンケイホール鈴鹿抗ウイルス対策業務委託
2,497千円
④イスのサンケイホール鈴鹿利用者

R2.10 R2.12 2,497,000 2,497,000
ホール椅子1,268席，授乳室，
階段にウイルス・抗菌剤の塗
布を実施。

ホール椅子1,268席，授乳室，
階段にウイルス・抗菌剤の塗
布を実施したことにより，感染
対策に寄与した。

文化振興課

75
文化会館けやきホール
抗ウイルス対策事業

①文化会館けやきホールにおける感染症拡大防止対策のた
めに，椅子に抗ウイルス・抗菌剤の塗布を実施
②③文化会館けやきホール抗ウイルス対策業務委託　1,089
千円
④文化会館けやきホール利用者

R2.10 R2.12 1,089,000 1,089,000
けやきホール椅子500席にウ
イルス・抗菌剤の塗布を実
施。

けやきホール椅子500席にウ
イルス・抗菌剤の塗布を実施
したことにより，感染対策に寄
与した。

文化振興課
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76
鈴鹿市文化会館施設使
用料減免事業

①新型コロナウイルス感染症対策として貸し出しする施設の利
用定員を50％以下に制限するにあたり，３つの密を避け新しい
生活様式による施設の円滑な利用を図るため，利用定員の制
限が解除されるまでの間，会館の施設使用料を50％減免す
る。
②施設使用料の減免にかかる費用
③今年度使用料実績の月平均額327千円×9カ月分=2,943千
円
④鈴鹿市文化会館の施設使用料（けやきホール，楽屋，リ
ハーサル室，調理室，設備使用料を除く。）

R2.7 R3.3 3,199,265 3,199,265
減免対象申請計1250件にお
ける使用料6,373,565円の内，
3,199,265円を減免。

貸出する施設の利用定員を
50％以下に制限することによ
り，感染拡大防止に寄与し
た。

文化振興課

77
ごみ収集等感染症防止
啓発事業

①ごみの収集運搬や処理の過程における作業員等への感染
防止を図るため，外国人住民へコロナ禍におけるごみの出し
方に関する周知を行うための啓発資料の翻訳を行う。
②翻訳料
③8カ国語翻訳料　91千円
④外国人住民

R2.12 R2.12 90,640 90,640

・ごみ排出時の留意点につい
て，8か国語（ポルトガル語，
スペイン語，英語，中国語，韓
国語，インドネシア語，タイ
語，ベトナム語）に翻訳。
・市内のPCR検査会場3か所
に翻訳したチラシ・ポスターを
設置・掲示を依頼。
・鈴鹿市HPへ8か国語のチラ
シを掲載。

PCR検査受検者及び市民に
対して，ごみ排出時の留意点
について周知を行い，安定的
かつ継続的なごみ収集業務
及びごみ処理業務が維持され
た。

廃棄物対策課

78 斎苑施設感染対策事業

①斎苑における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策とし
て，窓や出入口を解放して十分な換気をすることで３密を避け
るため，収骨室に空調機を設置する。
②収骨室空調機設置工事費
③1,430千円
④斎苑

R2.5 R2.7 1,430,000 1,430,000 ・支援施設数　1施設
施設内収骨室の3密対策とし
て一定の効果があり，感染対
策に寄与した。

環境政策課

79
子ども・子育て支援交付
金

①新型コロナウイルス感染症への放課後児童クラブの対応と
して，小学校の臨時休業中の平日に午前中から開所するため
に必要な経費や感染拡大防止を図るために必要な経費等の
補助。
また，放課後児童クラブの臨時休業や利用者の自粛等により
休所した場合等の日割り利用料について，利用者に返還した
場合等の補助。

②③新型コロナウイルス感染症対策臨時休業時特別開所支
援事業費，新型コロナウイルス感染症対策臨時休業時特別開
所人材確保支援事業　34,934千円（33日×47クラブ）
新型コロナウイルス感染症対策臨時休業時障害児受入推進
事業費　1,812千円（33日×13クラブ）
新型コロナウイルス感染症対策利用料減免事業費　23,867千
円（33日×2,055人）
④市内の放課後児童クラブ

R2.4 R3.3 48,517,000 16,173,000
・補助対象50件のうち補助実
施件数　46件

新型コロナウイルス感染症に
伴う小学校の臨時休業中の
平日に，午前中からクラブを
開所することが可能となり，働
く保護者への支援が図れた。
また，クラブの臨時休業や利
用者の自粛等により休所した
場合等の日割り利用料につい
て，利用者に返還することが
できた。

子ども政策課
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80 保育所空調機改修事業

①公立保育所2か所の保育室等の空調機を改修することによ
り，新型コロナウイルス感染症への換気等の感染予防対策を
支障なく実施できるよう保育衛生環境の整備を図る。
②一ノ宮保育所及び牧田保育所における保育室等の空調機
の改修工事費
③一ノ宮保育所　5基　4,254千円
　牧田保育所      2基　1,826千円
④一ノ宮保育所・牧田保育所

R2.10 R2.12 6,079,700 6,079,700
空調機改修
・一ノ宮保育所　5基
・牧田保育所　　2基

空調機を改修したことで，各
施設において新型コロナウイ
ルス感染症への換気等の感
染予防対策を実施することが
でき，保育衛生環境の整備を
図ることができた。

子ども政策課

81 幼稚園トイレ改修工事

①公立幼稚園2か所での新型コロナウイルス感染症の感染防
止対策として，和式便器を洋式化することで，靴・ズボン等へ
の糞便汚染を防止する。
②玉垣幼稚園及び国府幼稚園における幼児用和式便器の洋
式化に要する改修工事費
③玉垣幼稚園　2基　1,210千円
　 国府幼稚園　2基　1,199千円
④玉垣幼稚園・国府幼稚園

R2.11 R3.1 1,199,000 1,199,000
幼児用便器改修
・玉垣幼稚園　2基
・国府幼稚園　2基

和式の幼児用便器を洋式化
することで，園児が排便時に
誤って糞便に触れる機会を無
くすことができ，新型コロナウ
イルス感染症への予防対策を
図ることができた。

子ども政策課

82
公立保育所管理運営事
業

①公立保育所の給食調理室において，食器や調理器具を消
毒乾燥する保管等を購入し，新型コロナウイルス感染拡大防
止を図り，安全・安心な給食を提供する。
②③
・食器消毒保管庫
　　＠675,000円×4台　　2,700,000円
・３槽シンク
　　＠650,000円×1.10×2台　　1,430,000円
・大型冷凍冷蔵庫
　　＠610,000円×1.10×1台　　671,000円
・換気扇
　　＠350,000円×1.10×1台　　385,000円
・シンク
　　＠300,000×1.10×1台　　330,000円
・検食用冷凍庫
　　＠100,000円×1.10×1台　　110,000円
④公立保育所

R3.1 R3.3 5,206,630 5,206,630

・対象施設７施設のうち実施
施設数　7施設
・食器消毒保管庫購入数　4
台
・シンク購入数　3台
・大型冷凍冷蔵庫購入数　1
台
・換気扇購入数　3台
・検食用冷凍庫購入数　2台

食器消毒保管庫や換気扇等
を購入し，給食室の感染対策
を行い，安全・安心な給食の
提供することができた。

子ども育成課

83
公立保育所保育情報連
絡システム構築事業

①公立保育所に係る保護者への連絡手段を紙媒体からメール
配信システムに替えることにより，新型コロナウイルス感染拡
大防止及び職員の業務負担軽減を図るため。
②③
・すぐーる導入（初期設定費用） 550千円
・すぐーる運用（月額費用）　1月　　61千円
④公立保育所

R2.12 R3.3 550,000 550,000

・対象施設10施設のうち施設
数　10施設
・システム導入初期設定費用
等　1式

緊急時の連絡など保護者へ
の連絡手段として効果的で
あった。

子ども育成課
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84
公立幼稚園保育情報連
絡システム構築事業

①公立幼稚園に係る保護者への連絡手段を紙媒体からメール
配信システムに替えることにより，新型コロナウイルス感染拡
大防止及び職員の業務負担軽減を図るため。
②③
・すぐーる導入（初期設定費用）　　　550千円
・すぐーる運用（月額費用）　1月　　28千円
④公立幼稚園

R2.12 R3.3 550,000 550,000

・対象施設9施設のうち実施施
設数　9施設
・システム導入初期設定費用
等　1式

緊急時の連絡など保護者へ
の連絡手段として効果的で
あった。

子ども育成課

85
私立保育所等ＰＣＲ検査
等事業

①私立保育所等で勤務する職員に係る新型コロナウイルスＰ
ＣＲ検査等に要する経費（私立保育所等が負担）を補助するこ
とにより，私立保育所等の安定的な事業継続に向けた環境整
備を図るため。
②ＰＣＲ検査等に要する経費
③10千円×1,150人×2回　　23,000千円
④市内の私立保育園，認定こども園及び私立幼稚園

R2.12 R3.3 30,000 30,000

・対象施設38施設のうち，実
施施設数　1施設
・助成金給付件数　1件
・助成金給付総額　30千円

私立保育所等の職員が，自
費で新型コロナウイルスPCR
検査を受けた場合に，当該費
用を補助することにより，保育
所等の安定的な事業継続を
可能とすることができた。

子ども育成課

86
休園等に係る保育料日
割りシステム構築事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により，保育所等が休園
又は登園自粛になった場合に，保育料の日割計算対応が必要
となったため。
②保育業務システム改修に要する経費
③1,049千円
④子ども育成課

R3.3 R3.3 1,048,300 1,048,300
・対象施設1箇所のうち，実施
箇所数　1箇所
・保育システム改修費用　1式

保育所等が休園又は登園自
粛になった場合の保育料の日
割計算が円滑にできた。

子ども育成課

87
児童福祉事業対策費等
補助金

（感染防止に配慮した児童虐待・DV等相談支援体制強化事
業）
①学校再開後の不登校や学校不適応の教育相談件数の増加
に伴い，教育相談員（電話相談や外国人対応）を配置，また教
育相談環境の整備し，教育相談の充実を図る
②③
ペーパータオル　5千円
ハンドソープ 9千円
手指消毒液 １5千円
消毒液おもちゃ用　10千円
マスク 30千円
ゴム手袋　4千円
飛沫防止パネル　30千円
フェイスシールド　13千円
④市子ども家庭支援課，ほ～むベース，すずっこスクエア

R2.4 R3.3 86,068 43,068

・支援施設数　3施設へ
・ウエットティッシュ100枚入り
購入数6個
・手指消毒剤（ポンプ）購入数
4個
・ペーパータオル200枚購入数
20個　　等

相談，支援のために来課され
た児童，保護者に安心感を与
えた。

子ども家庭支援課

88
児童福祉事業対策費等
補助金

（児童の安全確認等のための体制強化事業）
①学校再開後の不登校や学校不適応の教育相談件数の増加
に伴い，教育相談員（電話相談や外国人対応）を配置，また教
育相談環境の整備し，教育相談の充実を図る
②③
母語協力員経費　900千円
教育相談員　4,102千円
④母語協力員，教育相談員

R2.4 R3.3 4,012,539 2,006,539
・母語協力員延べ50名
・教育相談員2名配置

相談，支援のための体制の充
実により，児童，保護者に安
心感を与えた。

子ども家庭支援課
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90
鈴鹿市時間短縮営業協
力金事業

①新型コロナウイルス感染症拡大阻止のため，令和3年1月14
日に三重県が発出した「三重県新型コロナウイルス『緊急警戒
宣言』」による夜間営業時間の短縮協力要請に全面的に協力
いただいた市内の飲食店に対し協力金を支給する。
②協力金，事務費
③協力金＝420千円（1日あたり20千円×21日間（三重県緊急
警戒宣言の全期間））×700件＝294,000千円，事務費1,000千
円
④市内で通常時に21時を越えて酒類を提供する飲食店を営ん
でいる方で，夜間営業時間の短縮協力要請に全面的に協力い
ただいた方（中小企業，小規模事業者及び個人事業主。店舗
数に応じて支給）

R3.2 R3.3 207,220,128 207,220,128
想定700事業者に対して493事
業者へ給付。

飲食店の夜間営業時間短縮
によって外出機会が少なくな
り，感染症の拡大防止に効果
があった。また，県の営業時
間短縮要請に協力いただいた
飲食事業者に，市独自の協力
金を上乗せ支給することで，
事業継続につながった。

産業政策課

91
鈴鹿の植木活用事業「植
木でゲンキ（木）な暮らし
キャンペーン」

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響により出荷が滞った
植木を市民配布等で活用することで，植木の消費拡大と家庭
での緑化推進を図る。
②③植木購入費 400円×30,000本，ビニール袋等資材 500千
円，市役所庁舎植栽植替え業務委託 300㎡ 2,500千円
④市民

R2.12 R3.3 14,906,715 14,906,715

・植木配布数
配布予定数30,000本に対し
て，28,772本配布。

・事業実施施設数
実施予定施設1か所に対し
て，1か所で実施。

植木生産農家の経営支援及
び家庭での緑化推進に寄与し
た。

農林水産課

92
学校臨時休業対策費補
助金

（学校給食費返還等事業）
①学校臨時休業対策費補助金交付要綱に基づき，学校給食
休止による食材費等を保護者の負担としないため，各学校給
食物資納入業者に対して損失相当分を補償金として，また，
キャンセルできなかった食材費を負担している鈴鹿市学校給
食協会へは負担金として交付することで，保護者の負担軽減
につなげる。
②学校臨時休業対策費補助金の地方負担分に充当
③学校給食用食材納入業者（牛乳及びパン・米飯等の加工を
含む）への補償金（損失相当分）11,656千円，鈴鹿市学校給食
協会への負担金482千円，保護者へ返金するための両替手数
料7千円
④学校給食用食材納入業者，鈴鹿市学校給食協会

R2.10 R3.3 11,951,454 2,988,454

各学校給食物資納入業者に
対して損失相当分を補償金と
して，また，キャンセルできな
かった食材費を負担している
鈴鹿市学校給食協会へは負
担金として交付。

保護者の負担軽減に繋がっ
た。

教育総務課

93
学校保健特別対策事業
費補助金

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）
①学校再開に伴う感染症対策・学習保障等にあたり，校長の
判断で迅速かつ柔軟に対応することができるよう、学校教育活
動の再開を支援する。
②家庭との連絡体制の強化等のための電話回線増設，換気
に必要なサーキュレーター，過密を避けるため空き教室等を利
用するために必要なパーテション等の備品，家庭における学
習のために用いるプリントインク等の消耗品，消毒薬等の保健
衛生品　等
③小学校30校(39,500千円，中学校10校(16,500千円)　（児童生
徒数により，1校当たりの補助上限額が設定されています。）
④小学校30校，中学校10校

R2.9 R3.3 55,979,159 27,990,159

・事業実施する学校数　40校
・網戸取付校数　16校
・空気清浄機購入校　14校
・体温計購入校　23校
・消毒液購入校　29校　等

学校における感染症対策や，
児童生徒の学びの保障を万
全に行うことができた。

学校教育課
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実績額

総事業費
（円）

うち臨時
交付金
（円）

効果 担当課
事業
№

事業名

事業の概要（実施計画申請時）
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数，単価等）

④事業の対象（交付対象者，対象施設等）

事業
始期

事業
終期

事業の実施状況

94
GIGAスクール構想推進
事業

①児童⽣徒1⼈1台端末の整備を図ることにより，ＧＩＧＡスクー
ル構想の更なる加速・強化等を図り、新たな時代に相応しい教
育を実現する。
②児童生徒用タブレット端末の１人１台整備に係る経費
③「3人に1台分」及び予備機（地方単独事業）のうち未整備分
に係る経費：2,459台 90,036千円
④鈴鹿市立小中学校

R2.7 R3.3 90,035,303 90,035,303 ・端末整備数　2,459台

GIGAスクール構想の実現が
令和2年度内に完了したことに
より，令和3年度に遠隔授業
が実施できた。

教育政策課

95
救急隊員感染症対策事
業

①新型コロナウイルス感染症の対応として，救急出動で必要と
なる感染防止資器材を確保することで，救急隊員の感染防止
を行う。
②③
感染防止衣（リユースタイプ）　　96着　2,640千円
N95マスク　　　　　　　　　　28,293枚　6,847千円
サージカルマスク・ニトリルグローブ・高濃度酸素マスク　951千
円

R2.12 R3.3 10,306,670 10,306,670
・支援施設数　6施設
・マスク購入数　47,500枚

救急活動に必要な感染症対
策を行うことができた。

消防総務課

96 救急啓発事業

①救急救命講習等の実技学習において，実技用訓練人形を
増設し，密集，密接を防ぎ感染防止を図る。
②③
リトルアンQCPR　4体パック　　　　 15セット　1,976千円
リトルジュニアQCPR　4体パック　2セット　   262千円
ベビーアン　4体パック　　　　　 　 2セット　　　151千円
④市職員（消防），救急救命講習等受講者

R3.1 R3.2 2,425,280 2,425,280
・リトルアンQCPR　60体
・リトルジュニアQCPR　8体
・ベビーアン　8体

救急救命講習等で必要な感
染症対策を行うことができた。

消防総務課

97
消防隊員感染症対策事
業

①消防隊員が使用する空気呼吸器の面体（直接顔面に密着さ
せる）を個人貸与することで隊員間の感染防止を図る。
②③
空気呼吸器用面体 100セット　7,601千円
④市職員（消防）

R3.1 R3.3 7,579,880 7,579,880
・支援施設数　6施設
・空気呼吸器用面体　92セット

消防活動で使用する空気呼
吸器用面体を個人貸与でき
た。

消防総務課

98 仮眠室等改修事業

①現在２～４名で使用している仮眠室での仮眠中の飛沫感染
を防ぐため，パーティションを設置し隊員間の感染防止を図る。
また，窓を開放し換気を実施しようとするが，網戸が破れており
虫等が室内に入ってくるため開放できない状態である。換気を
十分に行うため網戸等を改修する。
②③  パーティションパネル　  3,258千円
        二段ベット　　22台　　　 6,244千円
        マットレス　　44枚　　    1,119千円
　　　 テーブルワゴン　22台　　66千円
　　　 網戸等の改修　　　　　　258千円
④中央消防署東分署
　 中央消防署西分署
 　中央消防署北分署
　 南消防署

R3.1 R3.3 5,334,010 5,334,010

・支援施設4施設
・二段ベッド　22台
・マットレス　44枚
・テーブルワゴン　22台

消防職員の感染が抑えられ
たことにより，出動する消防隊
数を維持することができた。

消防総務課
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99 消防訓練啓発事業

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，貸し出し用の
消防訓練DVDと訓練用水消火器を購入し，感染拡大防止を図
る。
②③
貸し出し用DVD　　　7枚　　　　370千円
水消火器　　　　　　 20本　　　253千円
④予防課

R3.1 R3.2 512,600 512,600
・DVD購入数　7枚
・水消火器購入数　20本

貸出し用訓練用器具を増加さ
せ，消防訓練への職員派遣を
抑えたことにより感染拡大防
止することができた。
・令和3年4月から令和4年12
月までの水消火器貸出回数
512回
・令和3年4月から令和4年12
月までのDVD貸出回数　18回

消防総務課

100 室内環境改善事業

①空調機については，これまでメンテナンス等は行っていな
かったため，粉塵等により詰まり水漏れが発生し，正常に機能
しないものがあった。コロナ禍において空調機を稼働させなが
ら感染防止のため窓を開放し換気を行うため，これまで長期間
使用していたすべての空調機を分解洗浄し，機能を回復する
ことで室内環境を改善させ，感染防止を図る。
②③
空調室内機分解洗浄業務委託　　　　　　2,500千円
④消防本部・中央消防署
　 中央消防署北分署
　 中央消防署西分署
　 中央消防署東分署
　 中央消防署鈴峰分署
　 南消防署

R3.1 R3.2 2,217,600 2,217,600 ・支援施設数　6施設
消防職員の感染が抑えられ
たことにより，出動する消防隊
数を維持することができた。

消防総務課

101
学校保健特別対策事業
費補助金

（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）
①学校再開にあたり集団感染を避けるために保健衛生用品等
を購入する。
②マスク，消毒液，非接触型体温計など
③小学校10,749人/＠340円（3,654千円），中学校5,258人/＠
340円（1,788千円）
④小学校30校，中学校10校

R2.4 R2.12 4,918,172 2,459,172
・事業実施する学校数　40校
・マスク購入数　10,050枚
・消毒液購入数　1,641個　等

マスクと消毒液が不足してい
る中で，学校現場において有
効的に活用された。

学校教育課

1,783,730,550 1,450,750,493合計
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